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名
張
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
昨

年
12
月
か
ら
、
地
域
づ
く
り
組
織
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
で
は
、
各
地
区
の
諸
課
題
を
は
じ
め
、

市
の
財
政
状
況
や
予
算
・
決
算
関
連
、
人
口
減
少
対

策
や
ゆ
め
づ
く
り
協
働
事
業
な
ど
の
行
政
施
策
の
取

組
状
況
の
ほ
か
、
議
会
の
仕
組
み
や
議
員
活
動
、
議

員
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
ご
意
見
や
ご
質
問

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
議

会
運
営
や
市
政
へ
の
提
言
な
ど
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

No.

75

議
会
報
告
会
へ

新年のごあいさつ

名張市議会議長
吉住 美智子

　市民の皆さまには健やかに新年をお迎
えのことと、心よりお慶び申し上げます。
平素から名張市議会に対し、格別のご理
解とご協力を賜り、心から感謝申し上げ
ます。
　名張市議会では、本来の議会活動や運
営を進めていくために、議会機能の活性
化に向けた議会改革に取り組んでいると
ころです。

　昨年 12 月から、広聴広報
機能の充実として、地域に出
向いての議会報告会を実施さ
せていただき、さらには、タ
ブレット活用によるＩＴの推進で、ペーパーレス
化の取組みも検討しているところです。
　今後も、市民の皆さまの声を大切に、開かれた
議会運営、議員の資質向上に努めてまいります。
　本年も変わらぬご支援を賜りますようお願い申
し上げますとともに、皆さまのご健康とご多幸を
心よりお祈りし、新年のご挨拶といたします。

議会報告会開催予定

※12月 13日…くにつふるさと館、つつじが丘公民館、
蔵持公民館、百合が丘市民センター　20日…桔梗が
丘南公民館、薦原公民館　23日…錦生公民館　

　1月 10日…すずらん台市民センター、防災センター
12日…箕曲公民館、13日…比奈知公民館　で実施

◆梅が丘市民センター
　日時　1 月 18 日日 午後 2 時～
◆赤目公民館
　日時　1 月 24 日土 午後 1 時 30 分～
◆名張公民館
　日時　1 月 24 日土 午後 2 時～
◆美旗市民センター
　日時　1 月 24 日土 午後 7 時 30 分～

くにつふるさと館

つつじが丘公民館 蔵持公民館蔵持公民館

百合が丘市民センター

き
て
だ
〜
こ

き
て
だ
〜
こ
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市
職
員
に
よ
る
不
正
支
出
問
題

な
ど
の
一
連
の
不
祥
事
が
二
度

と
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
※
）
を
強
化
し
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

が
必
要
だ
。
再
発
防
止
の
た
め

に
、
建
設
工
事
変
更
契
約
や
件

数
が
増
加
し
て
い
る
随
意
契
約

に
つ
い
て
は
、
指
針
の
改
善
や

見
直
し
を
提
案
し
た
い
。

変
更
契
約
に
つ
い
て
は
、
変
更
対

象
の
基
準
を
さ
ら
に
具
体
的
に

示
す
こ
と
や
複
数
の
職
員
が
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
改
善
す
る
。

随
意
契
約
も
、
発
注
段
階
で
契
約

方
式
を
ど
の
方
式
に
す
る
か
を

示
す
フ
ロ
ー
な
ど
を
早
急
に
定

め
、
最
も
適
切
な
契
約
方
法
で
運

用
で
き
る
よ
う
周
知
・
徹
底
す
る
。

さ
ら
に
副
市
長
な
ど
の
決
裁
の

見
直
し
な
ど
を
行
う
。

● 

行
政

不
正
支
出
問
題
の
対
応

Q
再
発
防
止
に
取
り
組
む

A

職
員
の
カ
ラ
出
張
に
つ
い
て
、
不

当
に
得
た
旅
費
は
返
済
し
た
が
、

例
え
ば
万
引
き
し
た
品
物
を
返

せ
ば
罪
は
な
い
の
か
。
処
分
が
甘

い
。
世
間
一
般
で
は
通
用
せ
ず
、

市
民
は
納
得
し
て
い
な
い
。

今
回
の
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、

議
員
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
詫
び
し
た
い
。
関
係
職
員

の
処
分
に
つ
い
て
は
、
一
人
は

二
カ
月
の
給
与
10
％
カ
ッ
ト
、

残
る
一
人
は
近
い
う
ち
に
処
分

を
決
定
す
る
。
指
針
に
基
づ
き

判
例
や
他
市
の
事
例
を
参
考
に

適
正
な
処
分
を
行
っ
て
い
く
。

職
員
の
カ
ラ
出
張

Q
適
正
な
処
分
を
行
う

A

AQ＆ 8 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

山
下 

登 

議
員

春
風
会

（※）コンプライアンス…公平かつ公正な職務の遂行を確保するため、法律や規則をはじめ、社会的・道徳的規範などの基本的ルールに従って活動すること。

12月定例会
　

12
月
定
例
会
（
第
３
６
３
回
）
は
、

12
月
４
日
開
会
、
12
月
22
日
閉
会
の
19

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
不
当
要
求
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
条
例
な
ど
の
条
例
制
定

３
件
、
子
ど
も
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
の
条
例
改
正
６
件
、
平
成
26
年
度
名

張
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会

計
の
補
正
予
算
７
件
、
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
な
ど
の
一
般
議
案
５

件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
専
決
処
分

の
報
告
承
認
１
件
、
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
な
ど
の
人
事
案
件
２
件
の
計
25

件
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
常
任

委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。
３
日
間
の
一
般
質
問

で
は
、
８
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に

つ
い
て
活
発
に
議
論
し
ま
し
た
。

《
補
正
予
算
》

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
12
月
補

正
予
算
は
１
億
５
９
４
０
万
円
の
増

額
補
正
で
、
補
正
後
の
予
算
は
前
年
度

比
９
・
３
％
増
の
２
６
８
億
５
１
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
各
特
別
会
計
お
よ

び
、
企
業
会
計
予
算
に
お
い
て
も
人
件

費
の
精
査
な
ど
に
よ
る
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

25議案を
可決

● 

医
療
・
子
育
て

学
力
・
体
力
の
向
上
の
た
め
、

県
が
美
旗
小
学
校
に
体
育
専
科

教
員
の
配
置
を
モ
デ
ル
的
に
行

っ
た
。
計
画
目
標
や
こ
れ
ま
で

の
効
果
、
他
の
学
校
へ
の
波
及

な
ど
を
聞
く
。
県
は
１
年
の
期

限
で
配
置
を
行
っ
た
が
、
検
証

に
は
３
年
は
必
要
だ
。
今
後
、

市
内
全
校
に
配
置
で
き
る
よ
う

県
に
要
望
し
、
市
も
教
育
予
算

の
拡
充
を
行
う
べ
き
だ
。

子
ど
も
た
ち
は
運
動
量
が
増
え

て
、
体
育
の
楽
し
み
や
喜
び
を
体

感
で
き
て
い
る
。
担
任
の
負
担
も

軽
減
し
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
時

間
が
増
え
る
な
ど
、
良
い
結
果
が

出
て
い
る
。
体
力
調
査
で
は
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
効
果
検

証
の
た
め
、
事
業
継
続
と
全
校
へ

の
体
育
専
科
教
員
の
配
置
を
県
に

要
望
す
る
。

体
育
教
員
の
全
校
配
置

Q
県
に
要
望
す
る

A

日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
が
過

去
最
悪
と
な
り
、
６
人
に
１
人
が

貧
困
状
態
だ
。
不
安
定
雇
用
や
物

価
の
上
昇
、
社
会
保
障
費
の
削
減

な
ど
で
、
健
や
か
に
育
つ
子
ど
も

の
権
利
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
の
年
齢
拡

大
が
さ
れ
た
が
償
還
払
い
の
た

め
、
手
元
に
現
金
が
な
い
と
病
院

に
行
け
な
い
。
78
％
の
都
道
府
県

で
は
、
既
に
窓
口
無
料
化
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。「
産
み
育
て
る
に

や
さ
し
い
ま
ち
〝
な
ば
り
〞」
を

目
指
し
、
早
期
解
消
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

窓
口
無
料
化
を
す
れ
ば
、
国
か

ら
の
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る
。

県
下
29
市
町
の
う
ち
11
の
自
治

体
か
ら
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、

県
と
し
て
統
一
が
で
き
な
い
た

め
、
市
長
会
か
ら
県
に
要
望
を

上
げ
て
い
く
。

窓
口
無
料
化
の
実
現
を

Q
市
長
会
か
ら
要
望
す
る

A

浦
﨑 

陽
介 

議
員

無
会
派

三
原 

淳
子 

議
員

日
本
共
産
党
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本
年
度
の
待
機
児
童
対
策
が
特

に
遅
れ
て
い
る
。
保
育
士
の
確

保
が
困
難
で
あ
る
よ
う
だ
が
、

来
年
度
当
初
は
入
所
希
望
数
を

満
た
す
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

保
育
所
の
整
備
計
画
を
問
う
。

本
年
度
計
画
さ
れ
て
い
た
家
庭

的
保
育
事
業
が
行
え
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対
策
が
遅

れ
て
い
る
。
来
年
度
当
初
に
は
、

民
間
保
育
所
の
拡
充
や
事
業
所

内
託
児
所
の
設
置
計
画
に
よ
り
、

入
所
希
望
数
は
満
た
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。
今
後
は
家
庭
的

保
育
事
業
や
事
業
所
内
託
児
所

な
ど
の
地
域
型
保
育
事
業
の
整

備
も
図
り
、
待
機
児
童
対
策
を

進
め
る
。

● 

医
療
・
子
育
て

細
矢 
一
宏 
議
員

公
明
党待

機
児
童
対
策

Q
保
育
所
の
拡
充
を
図
る

A

昨
年
に
続
き
、
本
年
11
月
の
防

災
訓
練
時
も
無
線
機
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
。
実
際
の
災
害

時
に
、
本
部
の
無
線
機
が
使
用

不
能
に
な
っ
た
時
の
対
応
策
は
。

何
ら
か
の
理
由
で
停
電
し
た
場

合
、
本
部
お
よ
び
各
避
難
所
の

デ
ジ
タ
ル
無
線
機
は
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。

公
共
で
は
、
警
察･

消
防
の
無

線
機
で
対
応
。
民
間
で
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
線

を
使
え
る
人
材
登
録
を
進
め
る

予
定
。
今
後
、
市
庁
舎
に
ソ
ー

ラ
ー
発
電
機
を
付
け
、
災
害
対

策
本
部
に
必
要
な
最
低
限
度
の

電
源
を
確
保
す
る
。
各
避
難
所

は
発
電
機
を
使
用
す
る
。

足
立 

淑
絵 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

防
災
無
線
不
具
合
対
策

Q
公
共
民
間
無
線
機
活
用

A

活
力
あ
る
名
張
の
実
現
の
た
め

に
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
働
く

人
全
て
が
社
会
の
担
い
手
と
し

て
仕
事
を
自
由
に
選
べ
る
就
労

体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
は
ど
う
か
。

人
々
の
働
き
方
に
関
す
る
意
識

や
環
境
が
、
必
ず
し
も
社
会
経

済
構
造
の
変
化
に
適
応
し
き
れ

ず
、
仕
事
と
生
活
が
両
立
し
に

く
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

誰
も
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を

感
じ
な
が
ら
働
く
こ
と
に
よ
り
、

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
が
可
能
と

な
る
。
市
と
し
て
も
県
や
関
係

機
関
・
企
業
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
取
組
み
を
推
し
進
め

て
い
く
。

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

選
択
可
能
な
就
労
体
制

Q
社
会
全
体
で
実
現
を

A

国
道
３
６
８
号
の
一
部
４
車
線

化
に
伴
い
、
桔
梗
が
丘
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋

の
耐
震
化
工
事
が
始
ま
っ
た
。

４
車
線
化
へ
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
と
感
じ
て
い
る
が
、
今

後
の
計
画
や
進
捗
状
況
は
。

事
業
の
進
捗
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
伊
賀
名
張
拡
幅

工
区
の
安
場
交
差
点
か
ら
名
張

市
側
の
工
事
が
完
了
し
、
本
年

度
は
伊
賀
市
側
の
整
備
を
実
施

中
。
本
年
度
末
に
は
、
名
張
市

側
か
ら
左
折
レ
ー
ン
が
供
用
開

始
さ
れ
る
予
定
で
、
朝
の
通
勤

時
間
帯
に
お
け
る
渋
滞
緩
和
が

図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

近
鉄
桔
梗
が
丘
跨
線
橋
の
耐
震
工

事
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
と
来
年

度
で
補
強
工
事
を
実
施
さ
れ
る
。

３
６
８
号
の
４
車
線
化

Q
本
年
度
末
に
一
部
供
用

A

● 

防
災
・
産
業
建
設

地
籍
情
報
は
、
土
地
利
用
や
さ
ま
ざ
ま
な

計
画
の
基
礎
と
な
る
。
危
機
管
理
の
側
面

で
も
、
当
市
を
含
む
県
全
域
が
「
東
南
海

地
震
重
点
対
策
地
域
」
に
指
定
さ
れ
、
有

事
の
際
の
災
害
復
旧
の
迅
速
化
な
ど
、
防

災
上
の
観
点
か
ら
も
地
籍
調
査
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
平
成
22
年
度
か
ら
の

10
カ
年
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

調
査
完
了
面
積
の
比
率
は
、
現
在
で
全
国

平
均
50
％
、
三
重
県
17
・
29
％
、
名
張
市

16
％
の
状
況
だ
。
地
権
者
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

地
籍
調
査
の
推
進
を

Q
計
画
に
沿
い
取
り
組
む

A

AQ＆ 質問その他

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

今
回
の
補
正
に
よ
り
予
算
総
額
が

２
６
８
億
５
１
０
万
円
に
な
る
。
歳
入
に

着
目
す
る
と
、
減
債
基
金
や
土
地
開
発
基

金
か
ら
の
繰
入
金
、
退
職
手
当
債
の
発
行

な
ど
で
不
足
分
を
補
っ
て
い
る
。
普
通
交

付
税
４
億
９
０
０
０
万
円
の
大
幅
な
減
額

補
正
も
さ
れ
た
。
慢
性
的
な
財
源
不
足
だ
。

新
た
な
自
主
財
源
を
検
討
す
べ
き
時
期
が

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

国
の
政
策
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
的
な
財

源
が
必
要
。
固
定
資
産
税
の
税
率
変
更
を

検
討
す
る
。

新
た
な
自
主
財
源
を

Q
税
率
変
更
を
検
討
す
る

A

森
岡 

秀
之 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ 

福
田 

博
行 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

無線機を使った総合防災訓練の様子

国道 368号桔梗が丘跨
こせんきょう

線橋工事
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専決処分した事件（平成26年度一般会計補正予算（第4号））の承認、不当要求行為の防止等に関する条例の制定、いじめ問題対策連絡協議会条例の制定、
いじめ問題専門委員会条例の制定、市長及び副市長の給料並びに旅費等に関する条例及び名張市職員の旅費に関する条例の一部改正、子ども条例の一部改
正、国民健康保険条例の一部改正、住宅地汚水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正、住宅地汚水処理施設分担金条例の一部改正、公の施設の指
定管理者の指定（公民館）、公の施設の指定管理者の指定（国津の杜）、公の施設の指定管理者の指定（体育施設等）、公の施設の指定管理者の指定（武道
交流館いきいき）、平成26年度一般会計補正予算（第5号）、平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）、平成26年度公共下水道事業特別会
計補正予算（第1号）、平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）、平成26年度介護保険特別会計補正予算（第3号）、平成26年度後期高齢者医
療特別会計補正予算（第1号）、平成26年度水道事業会計補正予算（第1号）、赤目中学校管理特別普通教室棟耐震補強及び改修工事（建築）請負契約の締
結、公平委員会委員の選任についての同意、人権擁護委員の推薦、議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

職員の給与に関する条例の
一部改正

表
決
が

　

分
か
れ
た

　
　
　

議
案

豊
岡

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

浦
﨑

森
脇

福
田

三
原

阪
本

山
下柏 川

合
富
田
細
矢

永
岡

田
北

常
俊
森
岡

足
立

柳
生

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

×◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯×

議
員
名

春風会
𠮷
田

◯ ◯×

おことわり
議員のお祝い金などの寄付行為につきましては、公職選挙法により禁
止されています。皆さまのご理解をお願いします。

ご意見・ご要望をお待ちしています

     ホームページで会議録をご覧ください
名張市議会、名張市議会事務局（市役所ホームページ内）のホームページか
らアクセスできます。  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

第 363回定例会　審議結果

3月3月3月
3月2日月
5日木
6日金
9日月
10日火
11日水

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
当初予算

12日木
13日金
16日月
17日火
18日水
19日木

予算特別委員会（総務企画）
予算特別委員会（教育民生）
予算特別委員会（産業建設）
総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会　 24日火 採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

もっと身近
に

　各定例会の開会から閉会まで、本会
議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンスコープ
203ch）で生中継されています。
　また、生中継を見れなかった人も、イン
ターネットで録画配信をご覧いただけます
（おおむね1週間後の配信）。

　「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！

議会議会
録画中継中中中中中中中中中中継継継継継継継継継継継継継継継中中中中中中中中中中中中中継継継継継継継継継継継継継継継

　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホームページか
ら名張市議会をクリック）の右上バナーをクリックしてください。

もっと近く
に、 名張市議会

乾杯は「名酒」で！
　年末年始や新年会シーズン、家族や友達で乾杯する機会が増
えたのではないでしょうか。
　名張市では、地域産業や地域文化の発展を図るため、平成
25 年 12 月に議員提案により「伊賀名張の酒・名酒で乾杯を
推進する条例」を制定し、名張の酒「名酒」で乾杯を推進して
います。
　自己の健康管理や交通ルールの遵守など飲酒マナーには十分
気を付けて、皆さんも「名酒」で乾杯しましょう。

まちづくり、議会改革が全国から注目
1年間に、21市町の議会議員が視察

　まちづくりや議会の取組みについて、昨年1
年間に全国の21市町議会議員144人の視察
を受け入れました。視察のテーマは、「ゆめづ
くり地域予算制度」「議会改革」「議会運営」「議
会フェイスブック」「名張版ネウボラ」「危機管
理体制」など多岐に渡ります。
　視察では、議員や行政の担当者から説明を
受け、地域で活動している皆さんから直接声
を聞く機会もあり、「非常に勉強になった」と好評をいただきました。

視察議会名　岩手県花巻市、宮城県大崎市、福島県会津若松市、千葉県松戸市、
千葉県君津市、東京都足立区、長野県駒ヶ根市、岐阜県高山市、岐阜県瑞

みずなみ

浪市、
愛知県知多郡武豊町、三重県松阪市、三重県亀山市、京都府舞鶴市、大阪府
門
か ど ま

真市、和歌山県紀の川市、和歌山県東
ひがしむろぐん

牟婁郡那智勝浦町、岡山県瀬戸内市、
徳島県徳島市、香川県丸亀市、長崎県諫

いさはや

早市、大分県由
ゆ ふ

布市

「伊賀名張の酒・名酒で乾杯を推進
する条例」制定から１年

「名酒」で乾杯（商工会議所新年祝賀会）

全
会
一
致




